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、
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決

　
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
対
策
に
関
す
る
決
議

　
平
成
二
年
十
一
月
十
七
日
、
約
二
百
年
ぶ
り
に
噴
火
し
た
雲
仙
・
普
賢
岳

は
、
本
年
五
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
火
山
活
動
が
活
発
化
し
、
火
砕

流
及
び
土
石
流
の
頻
発
に
よ
り
周
辺
に
人
的
被
害
を
含
む
多
大
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
そ
の
後
も
火
山
活
動
は
続
き
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ

る
。
　
政
府
は
、
火
山
噴
火
等
の
災
害
対
策
の
過
去
の
実
績
、
将
来
の
見
通
し
を

十
分
に
ふ
ま
え
つ
つ
、
今
回
の
災
害
が
他
に
例
を
見
な
い
極
め
て
特
殊
、
長

期
か
つ
激
甚
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
事
態
の
推
移
に
応
じ
、
被

災
地
の
住
民
救
済
、
復
旧
、
民
生
安
定
及
び
地
域
振
興
等
に
関
す
る
現
行
の

法
的
制
度
を
強
力
か
つ
弾
力
的
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、
現
行
制
度
に
お
い

て
不
十
分
な
も
の
は
適
切
か
つ
速
や
か
に
対
応
す
る
な
ど
必
要
な
措
置
を
講

じ
、
そ
の
対
策
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

　
右
決
議
す
る
。




